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あいさつ運動の様子(11/1) 

 元気なあいさつができている阿賀っ子の様子を見かけると・・・，本当に気持ちがいいで

すね。元気なあいさつができる阿賀っ子が本当に多いです。感心します。 

 ところで，「あいさつ（挨拶）」の語源は？と言いますと，「挨（あい）」は，「相手に心を

ひらく」，「拶（さつ）」は，「相手に向かう」ということなんだそうです。 

 つまり，そもそもあいさつというのは，相手からあいさつが返ってくることを期待して

するものではなく，相手の反応がどうであろうと，自分から進んで相手に気持ちのよい挨

拶ができることに大きな意味があると言えそうです。だから，あいさつが返ってこなくて

も腹を立てる必要などないでしょう。 

 自分のしたことは，必ず自分に返ってきますね。進んで気持ちのよいあいさつができる

人は，その振る舞いについて，まわりの人から好感をもたれることはあっても，悪く思わ

れることはないはずですから。そんな人に阿賀っ子全員がなれますように。 

 

阿賀保育園長様，PTA 会長様をはじめとした PTA 役員の皆様方にもご参加いただきました。 


